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大阪公立大学 杉本キャンパス 理学部 F棟 4階 中講究室 (F415)

13:30–14:40 町原秀二（埼玉大学）
講演題目 Spherical derivative and Rellich inequality

講演概要 ユークリッド空間上の関数を極座標を用いて考察する。動径方向の偏微分と回転方向の偏微分を
定義して、L2 内積における部分積分などを確認する。二階微分であるラプラシアンを
動径ラプラシアンと回転ラプラシアン（ラプラス–ベルトラミ作用素）に分解する。
L2 ノルムで測る標準的レリッヒの不等式を、今回は特に、回転ラプラシアンで表現して議論する。
関数不等式の定数の最適性を求める。証明はレリッヒの等式や、球面調和関数分解などを用いる。
本研究は埼玉大学 ベズニール氏、早稲田大学 小澤徹氏との共同研究である。

14:50–16:00 高津飛鳥（東京都立大学）
講演題目 最適輸送問題が定める 2つの距離構造
講演概要 最適輸送問題とは確率測度のなす空間上の最小化問題である。そして最小値は確率測度のなす空間に

距離構造を定めることが知られている。この距離構造は豊富な応用を持ち、例えば対数ソボレフ不等式
などの関数不等式を導く。そして関数不等式を導く際の重要な性質が距離構造の測地性である（文献 [4]

参照）。また、近年は機械学習への応用が著しいが、応用にあたり、計算コストの高さが問題になる。
そこで計算コストを削減するために、ラドン変換を介した新たな距離構造が提案された (文献 [1,3] 参
照)。ミシガン州立大学の北川潤氏との共著論文 [2]では、この距離構造について調べ、測地性を有さな
いことを示した。さらに、この距離構造を等長的に埋め込むことができる測地的距離構造を構築した。
本講演ではこれらの距離構造の定義を説明し、応用としてどのような関数不等式が期待できるかについ
て述べる。
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16:10–17:20 小澤徹（早稲田大学）
講演題目 ガリアルド・ニーレンバーグの不等式の熱半群による証明
講演概要 ガリアルド・ニーレンバーグの不等式とソボレフの不等式の熱半群による証明を与える。

特に、ハーディーの不等式からソボレフの不等式が導かれる様子を説明する。
本講演は武内太貴氏との共同研究に基づくものである。
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